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愛知大学地理学専攻における GIS 教育の成果と課題
Outcomes and issues from GIS education programs in the 
Department of Geography, Aichi-University.
近藤　暁夫（愛知大学文学部）
要旨
　高度情報社会の進展とともに GIS 教育の重要性が高まっており，愛知大学でも 2012 年度より
地域政策学部での本格的な GIS 教育が開始された。愛知大学ではこれまでも文学部の地理学専
攻で GIS 教育が実施されてきており，これを機会に全学的な GIS の教育活用が期待される。そ
こで，本稿では，GIS の教育活用の一例として，地理学専攻の開講科目「地理学基礎実習」で
































































































































































愛知大学情報メディアセンター vol.23,No.1,2013－ 4 －
図 1　調査票ならびに記入要項の例






に 1 つの町（家屋数約 120 件）を担当して
調査を実施した（2011 年 10 月）が，所要
時間は 2 時間程度であった。なお，実習
で用いた調査票ならびに調査マニュアル

















































































ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.e-stat.go.jp/
SG2/toukeichiri/SelectDownload.do）から，



















図でも用いられている「UTM の 53 帯」
に設定させる。この時，春季セメスター


































































































図 5　愛知大学豊橋キャンパス周辺の住宅地景観調査結果の GIS 出力例








































































































3） 橋 本 雄 一 編：GIS と 地 理 空 間 情 報 ―





















































10）2012 年 度 か ら は， 後 継 ソ フ ト の
ArcView10 が一部教室のコンピューター
に イ ン ス ト ー ル さ れ て い る が， 基 本 的
な 操 作 は ArcView9.2 と 同 じ で あ る。 な
お，2012 年 度 の 地 理 学 基 礎 実 習 で は，
ArcView9.3 を用いている。
11）2011 年現在。2012 年現在では，2010 年
の国勢調査を加えた 4 回分のデータを入手
できるようになっている。
12）なお，具体的な操作手順を含む ArcView
上でのテーブル結合の手順や，国勢調査
データとの比較については，次の文献に詳
しいマニュアルがある。（1）佐土原聡ほ
か：図解！ ArcGIS―身近な事例で学ぼう
―，古今書院，東京（2005）。（2）前掲
3）。
13）前掲 4），p.1。
14）もちろん，既往のデータを用いていて
も，研究の枠組みや着眼点が優れている場
合や，極めて高度な分析手法を用いて新た
な知見を導いている場合は十二分にオリジ
ナルの研究論文として認められるのだが，
そのような卒論に巡り合えることはまれで
ある。
－ 12 －
